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工 法 と 言 わ
れ，躯体コン
クリートに樹脂モルタルで堅固に接着されて
いるのですが，乾式工法の場合はタイルを下
地金物で嵌
かん
合
ごう
固定しています。
では，“なぜ乾式工法を採用したか” です
が，メンテナンス性の向上と，施工期間の短
縮を目的としたためです。
メンテナンス性についてですが，外壁タイ
ル張りに対しては，10年ごとに定期点検をす
る決まりがあります。在来工法である湿式工
法タイルでは，経年での接着不具合による剝
落が懸念され，直接打診による検査が義務づ
けられています。直接打診のために建物に足
場を組む必要があり，高額な費用を要しま
す。
一方，乾式工法は，タイルの裏面の “あり
脚” と呼ばれる引掛り部をステンレス金属下
地と嵌合させており，剝落の恐れがないた
め，足場を架けての直接打診点検ではなく，
地上からの目視点検でよいのです。なお，施
工期間については，乾式工法では（在来工法
に比べ）約２週間の短縮ができました。
葛飾キャンパスの各棟で，乾式工法による
外壁タイルが施工されていますが，建設当時
は全国的にも施工例が少なかったため，金属
下地のディテールは，担当した各ゼネコンで
独自に改良しています。図書館棟では，写真
10に示す金属下地となっています。タイルの
取付面精度と施工性を追求し考案されたディ
テールとなっています。また，タイル乾式工
法は，古くなった建物の外装改修にも適用で
きるため，今後の普及が期待されています。
おわりに
図書館棟の裏話し的な（かなりマニアック
な）施工技術を何点か紹介しましたが，図書
館棟には，まだまだ，施工技術を駆使して作
りあげた部位がたくさんあります。各所にあ
る階段は，それぞれに難しいディテールを秘
めていますし，ホールを形づくった斜め躯
体，大屋根鉄骨の架け方，ホール内外壁の特
徴あるアルミキャスト材（アルミを鋳型に流
し込んで製作する）などなど，施工者泣かせ
のディテールだからこそ，思い入れの深い，
かつ確実な施工がなされています。
〔エントランス大庇のPC柱〕
図書館エントランスの大
おお
庇
ひさし
を14本のスリム
なコンクリート柱が支えています（写真３）。
打継ぎ目地がなく，工場にてPC製作しまし
た。柱は約15mの長さがあり外形45cm。主
構造はφ217.4×12.7の鉄骨鋼管で，外皮部
分は鉄筋コンクリート水磨き仕上げです。
PC柱は山梨県の工場で製作し，陸送して
葛飾作業所に運びこみました。
PC工場では，本製作に先駆け，３m長さ
の試験体を作成，延べ３回のコンクリート打
設試作を行いました（写真４）。長さ15mの
８角形の柱型枠を横に寝かせて作製するので
すが，コンクリートを充塡する隙間が約10 
cmと狭いため，15mもの細長い型枠への均
一な充塡性を，予め確認する必要があったた
めです。
コンクリート打設後は，15mの柱材を，横
移動して（写真５）建て起こし（写真６）す
るため，コンクリートクラックが生じないよ
うにクレーン吊
つ
り点
てん
を計画しました。
追記）雨
あま
樋
どい
がこの柱に内蔵されています。
鋼管の中を利用して縦
たて
樋
どい
としているのです。
雨が降った際，池に浮かぶ柱の足元から水が
流れているので，観察してみてください。
〔メディアラウンジの杉本実柱〕
図書館メディアラウンジに入ると，４本の
吹き抜け柱が目に留まります。杉型枠の木目
をコンクリート表面に転写した “杉本実” 柱
といいます（写真７）。
この柱は鉄骨鉄筋コンクリートで，現地で
型枠を組みコンクリートを流し込む在来工法
なのですが，本施工に先駆けての試作品を２
回作製しました。鉄骨と鉄筋が複雑にからみ
あうなかでのコンクリート充塡と，杉型枠の
木目を忠実にコンクリート表面に転写させる
ための施工方法を予め確認するためです。
トレミー管という金属製ボイド（直径約
100mmの鋼管）を柱の中に仕込んでコンクリ
ートを流し込む工法選択や，産地別の杉材に
よる出来映えチェック等，さまざまな準備を
重ね，確かなコンクリート充塡と本実転写を
確認し，本施工に至っています（写真８，
９）。
写真３　大庇を支える14本のPC柱 写真５　PC柱の横移動
写真７　本実型枠（展開状況） 写真８　本実柱試作前の内部状況
写真９　作業所内での試作状況
写真10　外壁タイル施工状況
写真６　PC柱の縦移動
左）横置き柱を建て起こし，
右）定位置に柱をセット写真４　PC工場での試作品（高３m）
試作柱にて水磨き
仕上げ（※）の出
来映えを確認
（※）水磨き仕上げ
コンクリート
表面を均一に
３mm 程度削
る工法で，表
面に骨材模様
が見える
?????
タイル嵌合納まり
試作品２
試作品１
